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岩手大学におけるＥＳＤ
「学びの銀河」プロジェクト
真之介玉
ていると伺いましたので、今lmlのお話が少し参
考になるのではないかという気がしております。Ｉ出発は環境教育科目
岩手大学とＥＳ、の経緯
ご紹介いただきました岩手大学のM1学長の]《
でございます。堀内先生からサステナビリティ
教育1Ｉ}究小委員会で少し話迦提供をというお前ｉＩｉ
でしたので、私どもの大学でここ４年くらい取
り組んできていることをご紹介したいと思いま
す。決してうまくいっているということではな
く、とにかくＥＳＤというテーマにもとづいて、
いろいろやっています。苦労が絶えないという
ことですので、そういうふうに受け11こめていた
だき、一つの参考例として、お|ﾙlきいただけれ
ばと思っています。
ＥＳＤは、サミットがきっかけになっています。
2002年のヨハネスブルグのサミットに小泉１１.朴｜
が参力Ⅱするにあたって、何かいいことはないか
というので、｜工|内で公募したわけです。ヨハネ
スブルグのサミット'二１体が「持続可能な|ﾙ|発
(SustainableDevelopmellt)」をテーマとしてお
ります。そこで国内のＮＰＯやＮＧＯが提案して、
｢教育の10ｲﾄﾞ」というのをやったらいいのではな
いかということになり、EducationforSustain‐
ableDeveloplnentが'1本政府によって採択され
ました。それをヨハネスブルグで小泉首相が提
案しまして、決議文書に幡り込まれ、その年の
|玉|述総会で'三１本政府が提案し採択されたという
わけです。2005年から2014年が「|正|述のＥＳＤの
10年」ということでスタートしております。
私はちょうど４年前に副学長になりましたが、
当時岩手大学では教養教育改革を行っておりま
した。教養教育改革をどう進めるかというとき
に、このESDを旗'三１１にしようという提案をいた
しました。人|(Ⅱ環境学部も教養部がl砒体となっ
全学共通教育改革
まず、環｣党教育科目についてお話させていた
だきます。大学設置基2((；が多様化されまして、
どこの大学でも教養教育が後退していくといい
ますか、専'''1の方にウェイトがシフトしていく
流れが１ｋじました。そのような１１１で、どうやっ
たら教養教育を充実させることができるかが課
題になりました。
オ''千大学は、４つの学部の'１１規棋の大学です。
=[学部、農学部、人文社会科学部（これはもと
もと教養部)、教育学部です。４つの学部は、時
代の流れを反映して、専'''１分野として環境を扱
うようになっています。Ｉ学部では、上木工学
科が建設環境工学科になり、さらに社会環境工
学科になりました。農学部の林学等は農林環境
学科となり、さらに環境共生課程に変わりまし
た。また人文社会科学部でもに|然系がまとまっ
て環境科学課程が生まれるなど、先生方は環境
IAlllIjへとＩｌＭｄテーマをシフトしています。そし
て、教育の|ﾉﾘ容も環境へとシフトしているわけ
です。環境は21111紀の大きなテーマになるとい
うことですから、共通教育（本学では教養教育
のことを共通教育と'112んでいます）についても、
Bi1境をテーマにして、学部を超えて今で言う「学
二|:ﾉﾉ」の育成を|=|指しています。もうかなり111
になりますけれども、平成12年の余学改革にお
いて、全学共通教育のために「環境教育科[|」
を立ち化げました。
コア・カリキュラムとして
共)I､教育には、共迦jiL礎教育科|=Ｉ（語学・(采
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他体育・'１ili報)、教養科|=’（文化・社会・'二I然)、
総合科目があります。そのようなWii成の''１で、
｢環境教育科目」をWT設しました。蝿境教育科'三｜
は、共通教育において、ほぼ全学生に必修で聞
かせるコア・カリキュラムとして位置づけまし
た。現在、一部の学科を除き、ほぼ全学部で必
修科目になっています。
環境教育科'三|として、４つの学部は、それぞ
れの特色を生かしながら、環境をテーマとした
授業科Ｆｌを作りました。人文社会科学部は「環
境を考える｣、教育学部は「生hliと環境｣、I学
Hljは「都TlTと環境｣、農学部は「農業・生命と環
｣党」です。先生方は、学部を超えて入り混じっ
ていますが、各学部が責任を持つかたちで、４科
目ができあがりました。
この蝿｣党教育科[|は、基本的には学生'二I身が
選択でとれるようにしています。毎年学Lliは約
1,200名入学してきます。だいたい1,000名を対
象にしています。４科'三|については同じ内奔を２
１Ⅱ|リピート（８コマ|Ⅲ|識）して、－１Ⅱ'150名くら
いの授業をかなりマスでやっておりました。
ですから、この議論をどうまとめていくかとい
う、そういう仕事で苫ﾂﾉをしてきたというよう
な経過でございます。
共通教育の改革と位置づけ
共、教育改111につきましては、いろいろなlHl
NIlがありました。実施体Ilillをどうするのだ、も
っと全教員が|)Mわるべきだ、語学の充実とか初
ｲﾄﾞ時教育をどうするのかとか、特色ある科|=|と
か(｢１かと力､、こういったことです。このような
Il1Ijl別のことは、それなりに受け入れられていく
のですが、大きな議論になったのは、共通教育
を大学としてどう位置づけるかということです。
先41{方のＵＩ１に大変洲度兼といいますか、ｎＷの
差がある。うＭ三の'１１には、’二１分の学上'三時代の体
験をかなり絶対化して考え、自分の学生時代の
教鍵は全くつまらなかったという方がおられま
す。専｢'１１T柵i1に進んでIUI究室に入った途端にお
もしろくなり、それ以来研究をやり、大学院に
行って先生になっているという、こういう判ﾀﾞ|｜
が多いようです。教養部で豊かな教養を身につ
けたという先生は意外と少ないのです。逆に教
養教育はすごく大事だという方からは、「それは
私にはできません。人ｴ'１であるがゆえにそれは
教捷教育の専'''１家に任せた〃がよい」というよ
うな議論がありました。議論は|と1熱し、時間も
かかりました。
学生のモチベーションが低いというのも大き
なlHl題でした。学生には一般的に専|Ⅱlを早く学
びたいという傾|句があり、そういう'１１でどう教
養教育を行うのか。また、教養教育の目標や|｜
的とは何かというのも、なかなか難しい問題で
す。教養教育の[|的は'''１ii広い教養だということ
ですが、’'１m広い教養は何かというと、実質的に
は学411が'二|｢１１に興味や'1M心を持って選択すると
いうことです。したがって、Wllえば社会分り17の
経済学や文化分野の'三|本文学にどういう関連が
あるのかわからない、教養教育'二1体の関連性が
よく見えないという間l1Ijがあります。教養で学
んだことが専'''１教育にどう役に立つのかと、こ
ういう様々な疑|川にどうも的確に答えられない
という、’悩みがありました。
大学教育総合センター設置
平成16年に|玉|立大学の法人化がありまして、
教育の立て直しが課題になりました。本学の場
合は、共迦教育を専|Ⅱ]に担う大学教育総合セン
ターを立ち上げました。センターには、専征教
員を何名か置いていますが、」i1本的には全学の
共通教育をコーディネートしてfMji実施してい
くということです。その１１１で此〕､､教育改111〔とい
うプランを立てまして、学|ﾌﾞﾘで実施に向けて談
論を始めました。ところが、これは、学内での
評判が悪く、先生方は専i'１１はともかく、なんで
また教養なのだというわけです。今でこそ、ち
ょっと教護教育重視の流れがありますが、平成
16年の頃は、教養教育ではなく、もっと専'''1性
を身につけさせるべきではないかということで
した。教薙教育は教撞学部という専｢''１分ｌ１１をつ
くって、教養教育だけの学生を育てればいいの
ではないかという、縦;＃りり的な発想もありまし
た。そういういろいろな議論の''１で、２f｢半く
らい教養教育改革を巡って議論をやりました。
私は、ちょうどそのときにFill学災になったもの
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といった課魍が残っている」と指摘されていま
す。答申ではＪ了L礎教育や共通教育の充実のた
め、もっとしっかりした実施・責任体illをつく
る必要性があるということが書かれています。
大学の先生方にも、このようなことがいわれて
いるので、「共通教育を立て直すというのが、大
学に課せられた重要なテーマです」とお伝えし
ておりました。
Ⅱ中教審答申
｢２１世紀型市民」の育成
そういう巾で、大学を取り巻く環境としては、
平成17年に中教審答申「我が'玉1の高等教育の将
来像」が,llJ1ました。このあたりから少しずつそ
れまで進められてきたTIi場競争重；視の親Ｉｌｉ１|緩↑１１
に対壜する反省が言われるようになってきました。
この答11]の'|:'で、「度重なる硯Ilill改革の''１で『大
学とは何か」という概念が希薄化」していると
書かれています。そして、入学では、弊''1学校
のように丁に職を付けるということではなく、
しっかりとした人間性、全人格的な礎を築くこ
とが基本なのであって、そういうことを大学は
踏まえ直なさいといけないという指棡がなされ
ております。そういうﾉﾊ本的特性ということに
絡んで、「21Ⅱl紀型巾民」という言葉が出てまい
りました。「21111紀型市民」とは何かというあた
りの掘り１くげ方がどうも浅いというのが、私ど
もの'三|]象ですけれども、ともかく、学士課栂教
育は「211u紀型市民」の育)伽充実を共通の|=｜
標とすることになりました。大学と名乗る以｣二、
そこには「２１世紀型TlJ民」の育成は共通の課題
であると言.われるようになりました。
その'|]身として、「専'''1分野についての専'''１性
だけではなくて、''１月広い教養を身につけて、公
共性や倫珂1性を保持して社会を改善していく」
と調われています。そういうのが「21111紀込(！TlT
民」だということで、大学教育はこれを目標の
中にしっかり提起すべきという動きが出てきま
した。私どもの大学では、教養教育をどう立て
直し、大学教育の中に位置づけるか。担当して
いただく先生方に其〕I､認識をどうつくるかとい
うとき、この答申が,11｣'てきたので、ここに依拠
して話をすすめていく必要があると感じた次第
です。
平成20年の''１教審答[１１「学士課程教育のWIi簗
に向けて」によれば、大学設置基準の大綱化と
の関連で、「この改革は、｜Ⅱ教養部等の教員に限
らず、多くの教員が基礎教育や共迦教育に携わ
ることを目指すものであったが、現実には、IIIil々
の教員は、研究活ﾘｿﾉや専１１F|教育を飯視する一方、
基礎教育や共通教育を軽んじる１項向も否めない
Ⅲ「学びの銀河」プロジェクト開始
現代教養教育の問題
共通教育には、ひとつひとつがいい授業であ
っても、学ぶ学生からみると、その授業と次の
Ⅱｷ||Ⅱに受ける自然科学の授業とがどうつながる
のだという問題がありました。あるいは、専Ｆ１］
教育を受けたときに、教養教育で学んだことと
どうつながるのだ、という問題が残っていたわ
けです。
このことをわかりやすく説明する筋立てを考
えようということでスタートしたのが、「学びの
銀河」プロジェクトです。
「学びの銀河」プロジェクトを始めるに当たっ
て依拠したのは、柴、剛の日本教育学会での講
演録「現代教養教育の原点と貢献」です。その
中で、教養教育がカルチャーセンター化してい
るのではないかという議論がありました。ひと
つひとつ学生に関心を持ってもらうために非常
に苦労されて、「あ、面白い」というふうに努力
されているかもしれないけれども、そういうひ
とつひとつの授業が究極的にどのようなものに
まとまっていくのか、全体として何を目指して
いるのかという、そういうことが見えてきてい
ないと．・・・そこが教養教育の一番大きな問題
ではないかと拐摘されており、教えるInllの教員
と受けるＩｌｌｌの学生との間で、［|的と［|標が共有
されていない、ここに現代の教養教育の大きな
問題がある。教養教育に必要なのは、これが究
極的に何を|=|指しているのかという「旗印」で
はないかという折摘がありました。教養教育に
必要なのは「旗'三'１」という指摘は、「学びの銀河」
に大変役立ちました。
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りIillI；すのではなくて、経済・社会との関連性の
''１で具体｢lりなＩＨＩ題解決を考えていくという教育
へと発展してきているわけです。そして、それ
が先ほどll1しましたが、’－１本の提案で「ESDの
10ｲﾄﾞ」という'工|連のキャンペーンになったわけ
です。私もこのIlMiに就いてからこのことをｸ<Ⅱり、
これを使って教養教育というものの位置づけを
終１１Mしたいと考えた次第です。
環境教育からＥＳＤへ
岩手大学の教養教育では、現境教育科|=|を必
修化しました。これは時代を考えた選択だった
わけです。１１|然ではなくて、時代が201m紀から
２１世紀へ移って行くときに、環境はキーとなっ
ていました。環境は、これから生きて社会を、
っていく学生にとって、必要なリテラシーであ
るという暗黙の共〕l〕､認識がありました。蝋境に
ついて授業科'三Ｉを作り、かつそれをコア・カリ
キュラムとして必修化してきたわけです。
この流れをどう今度の改革のパート２に発展
させるのかという'１Ⅱ題意識で見､11:すと、剛境科
|=|は、他の人文・社会・自然、あるいは語学や
保健体育といった科'三|と、どのようにIjMIM-る
かという点がまだ不lﾘ|でした。蝿境がコアにあ
るということは、ひとつの依拠すべきところで
すが、他の教養科|=|との関連性が次のテーマで
す。そこで、歴史を見てみますと、環境教育は
70年代から111界的に腰|Ⅲ'されていますが、粥に
｢環境」と「開発」がぶつかり合っています。今
の温暖化と|Tlじでが、途上|工|は|》|発の方がIii要
だと主張し、先進|工|は現境の力がZn要だという
わけです。この大きな対･立の''1から、環境だけ
を切りＩＩＬて、現境教育だけあるいは環l党|Al題
だけで物事を解決しようと思っても、行き詰っ
てしまう。むしろ、政治的対･立につながってい
くというわけです。蝋境と開発をいかにバラン
スさせるかという問題意識の'１１から、リオの地
球サミットで、SustaillableDevelol)melltという
概念が－これは80ｲﾄﾞ代にブルントラント報告
で出ていたわけですけれども~提起されまし
た。リオ地球サミットでは、環｣党と綿済とI《|:会
を切り離すのではなくて、これらをトータルに
見て問題解決の方法を考えるという発想法やIlli
I直観が大Ｚｌ１だと提起され、それがトリプル．ボ
トムラインというように言われていました。そ
こから、リオのサミットのアジェンダ２１では、
２１世紀の環境|川題を考えたときには、教育がrlI
要だと述べられております。
その流れの'１１から、2002年のヨハネスブルグ・
サミットのとき、新しい視点から現境教育が提
起されました。EducationbrSustainableDevel‐
opment、要するに、蝋境教育は、Bi1境だけを切
すべての授業科目にＥＳＤ
－ネットワーク化の可能性
教養教育を巡っては、いろいろな大学でいろ
いろなlMlがあり議論があります。教養教育の
|Ⅱ腿として体系性がないという議論があります。
教養教育の前提となるコア・カリキュラムとし
て、まず数学などを学ぶという、ディシプリン
を放視して教養教育を体系化するという議論が
雁１%'されています。広島大学がそういった議論
の先進的な二Ｍﾀﾞ|'だと思います。それはできるに
越したことはないのですが、だいたいどこの大
学も|､当の先生は限られていますから、その人
たちの｢|'で考えなきゃいけません。これは大ｴ|「
だからといって、すぐそれに見合う人を配置す
るのはなかなか離しいわけです。
そういうリil実があるのですが、今の時代には、
体系化というよりはネットワーク化というよう
な考え方があらゆる分野で重要になってくると
),Mいます。専|Ⅱl性を含めた体系性ということは
非附に重要なIMli念ですが、これだけ専'''1化が進
んでいて、その専門性だけでは|Ⅱ|題は解決しな
いということがわかっている時代には、いかに
その]W【門性をつなげていくかというネットワー
ク化が、一つのキーの概念になるのではないか
と考えました。本学の場合には、あえて体系化
を'三Iilfiすのではなく、ネットワーク化を［|指す
ということで、すべての授業科[|にＥＳＤを織り
込んでいくようにしました。
当然、織り込み方には濃淡があります。ＥＳＤ
そのものといっていい環境科|］がある－力で、
数学や芸術などＥＳＤと'111連の薄い科'三1もあるわ
けです。しかし、全く無関係ということもない
ので、未来の持続可能な社会を念、に置きなが
ら先生方が|=１分の授業|ﾉﾘ容を兇m1i:すならば、当
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然ESDというものを織り込んでいくことになる
わけです。したがって濃淡があっても、すべて
の授業科|]をESDという観点でとらえていけば、
ネットワーク化ということが可能ではないかと
考えました。
教養教育の場合には、専''１１教frと迷いまして、
下からどんどん積み｣こげていって、はい、こう
いうllIi番で学んで、こういうことを身につけて
くださいというふうにはなかなか言えません。
学化は、｜]分の興味や関心にしたがって科'三|を
選択します。そういう点では、いろんな授業科
'二|をエントリーポイントとして、そこでIjU心を
持って入った学生がどうつながっていくかとい
うところにウェイトを置いたらどうかと考えた
次第です。
世紀型Tli民」を育成することです。第二は、４つ
の傾城と４つのタイプで教養教育の職造化とTTI
祝化を進めるということです。第三は、高年次
課題科'１を新設する。第|ﾉﾘは、ＥＳＤ副専攻を立
ち_上げるということです。現代ＧＰでは、この４
つのllYり組みをもとに１１]諸しました。以~ト、｜|[ｊ
を辿ってこの取り組みをご説1ﾘＩします。
授業科目の構造化と可視化
第一の取りllilIみはご税Iﾘ1しましたので、第二
の取りillllから始めます。図表１をご覧ください。
授業科'三|を＃!↑造化と可了視化するために、４つの
価城を設定しました。これは、トリプル・ボト
ムラインといわれる蝿境（E）・社会（S），経済
(Ｍ）のほかに、もっと広い概念として文化（Ｃ）
を付けⅢ|え、授業料|=|をこの４つの卸或に分け
ました。
ＥＳＤの場合は、liiにｊ<Ⅱ識を身につけるのみな
らず、その知識を実際|川越の解決に結びつけて
いくという突破性が求められますので、学びを
行助へという棚点から、授業科[|を導入～実践
まで４つのタイプに分けました。タイプ１は「ljM
心の|喚起」であり、授業の－コマを使って、持続
可能な社会とはこれからのテーマであり、この
授業科'三|はそれに'1Mしてこういった関連がある
という授業をしていただきます。濃淡でいえば、
タイプ１は薄い織り込みの段階です。少しｉ１１識
が１Wえ、「ILWの店がりと深化」の段階がタイプ
２です。それにﾘさll1jilVl1がj川わって、タイプ３で
は「学111参lll型」の授業になります。さらにタ
イプ４の授業では、実際に体験活動を組み込ん
｢学びの銀河」プロジェクト
そういうことから「学びの銀河」プロジェク
トは、すべての共通教育科'三|にＥＳＤを織り込ん
でいくというこういう建liiでスタートしました。
ただし、先生方にこうしたいと言いますと、「わ
かりました」とやってくださる人はむしろ少数
派です。こうやりたいと言うと逆に「それだけは
嫌だ」という人もいます。したがって、ＥＳＤを
どのように織り込み、濃淡をどのようにつける
かは各教員に委ねております。ただし、ＥＳＤを
織り込むという共通意識をもってやりましょう、
ということを最低限の合意事項として進めるこ
とにしました。そういうことで、「教育[|標の達
成にあたっては、国連の持続ｉ１能な|)}|発のため
の教育（ESＤ）の10年を共通に意識することに
努めています」という文章を入れ込みました。
ＥＳ、上
平成１８年：現代ＧＰに採択
満干大学の共通教育は、このESDを旗'二|lとし
て、「学びの銀河」プロジェクトを打ち出しまし
た。幸いなことに、平成17ｲ｢にずっと議論して
いたのですが、１８年には先ほどご紹介ありまし
た文部科学省の現代ＧＰに|釆択されました。
「持続可能な社会づくりのための教捷教育の｢V
榊築」というテーマにいたしまして、４つの取り
組みにまとめました。第一は、すべての教養教
育にESDを織り込み、教養教育をili榊築し、「2１ 図表１ＥＳＤ「学びの銀河」ｐｐの20番
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で「問題Wi1決の体験」という最終段階に達しま
す。このように、４つの傾城（蝿｣党、社会、経
済、文化）と４つのタイプ（１，２，３，４）を
合わせまして、「学びの銀河」を榊恕しました。
これはカタログ的なものでして、全授業を分llili
するためのイメージとして受けIこめていただき
たいと思います。ここで、蝋境、経済、社会、
文化は、タイプ１～４の全体を含んでいるとい
うことになります。専''１１科|=|になればなるほど、
体験的実践的なものが多くなりますので、教撞
教育ではこのなかで、タイプを分けるというこ
とです。
ないですが、岩手大学と言えば、宮澤賢治と今
徐々になってきています。
｢Ｔ字型」人間の育成
学生や教ｎに対して、岩手大学の教育が｢ＩｌＨ
すイメージを、「Ｔ字111」人間の育成であると表
B■,Ｉして、強調しております。教養教育は何のた
めに学ぶかわからないといような怠兄に対して、
全体として21111:紀のT'１尺社会を支え改善してい
くTl7脱の育成にあると主帳しています。具体的
には、持続可能な社会を作っていくために、行
助できる人'''1を育成することなのです。
そのためには、必ず''1m広い教謹の部分が必要
です。さらに、高いIhj111性とか、人ｉｉ【i的諸課題の
j11Wilとか、グローカルな視野が必要になります。
これは、｜叉|衣２の横llilllです。それだけではなく
て、しっかりとした専''１１性を持つ必要性がある
ということで、４つの学部の専|Ⅱ1教育がありま
す。これが縦llilllで、』i（礎に裏打ちされた専|Ⅱ|的
能力として位l澄づけられています。この検jlilllと
縦jlilllは、ＥＳＤが|=|指す持続可能な社会の構築と
いうIliI直iiMでつなぎあわされているわけです。
岩手大学では、教養教育全体がESDを意識し
ています。また、専'''1教Tfのどの分Ｉ１ｆにおいて
も、社会を持続Ｕ能にしていくという方向性が
あります。この点で、教養教育とＦＷＩ教育はし
っかりとつながったと考えています。教養教育
とは何か、そのＩⅡ19が｛ｉ１か、専''１１とはどういう
|剥係なのだという、ＩｎＭｉに少しご紹介した疑Ｉｌｌｌ
に答えるようにしたのが、「Ｔ字型」人lllllの行成
という幟|叉|となってきたわけです。
中心に価値観を置く
その隙に、’''心であるコアの(|j分が大切にな
ります。ＥＳＤ自体が非柑にIl1illll側をr剛ける収
り組みになっています。ＥＳＤは、持続可能な社
会を作るというⅡ'iIlllI[観を身につけることをＩｌｒｉ<Ｍ
しており、「学びの銀河」の真ん''１に「尊ｒＭ)I''i
lllI観valueofrespect｣、「思いやる心」というフ
レーズを柵えています。これはユネスコでも同
様な言葉で表現されております．
本学の｣i馴合、ＥＳＤに'3Mわっては、卒業Lkに宮
潔賢治がおります。岩手大学の前身の膳liYiliTli等
農林の卒業生として、彼はさまざまな作,ｌｉｉｌ１を吉
いております。生き物全体、他者全体を考える
と、’二1分は生きていていいのだろうかという深
いところまで考え抜いていた人です。いろんな
意味で非端に示唆ｉ１９な人ですが、彼の言蛇に、
｢世界がぜんたい幸編にならないうちはIlHl人の幸
,wJはありえない」があります。また、「正しく強
く生きるとは銀iiil系を'二|らの'１'に意識して、こ
れに応じていくことである」という言葉もあり
ます。意味がよくわからないところがあります
が、銀河系という言蛾に着|]いたしまして、「学
びの銀河」というようなキーワードを作りだし
ました。
宮澤賢桁は必ずしも、うちの大学のシンボル
ではなかったのですが、このプロジェクトを始
めてから、今は大学案|ﾉﾘを含めまして、商校化
への宣伝や学内での学生に対する教育の、でも、
宮澤賢治を非常に大二ｌｉにしております。北大の
クラークや慶応大学のHiITW紫諭吉とまでにはいか
鱒、字型人間の育成
図表２「T」字型人間の育成
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高年次課題科目
現代(}Pでは、高ｲ'三次洲１１１科|］という、｜川題解
決111の科'三|を新設しました。教謹教Tfでは、多
人数のiillli義'''心になりますので、なかなか学４ｔ
参りⅡ型、｜ｌｌ１題解決型の科|］というのはつくれな
い。そこで、３年次、４Ｉ'三次|ｲﾘけの高年次ｉｉＩｌ題科
'三|という教養科｢|を新たにつくりました。これ
は、\liIⅡ11)し'２を踏まえてあるIiM度学HllのＷＫｌ１１１教育
受けた学ＬＩｉが、改めて学部を超えて集まって、
,具体｢lりな111城の課題に取り組むということです。
だいたい20人くらいに人数を絞って、体験hIi劫
を含めてやっています。
’１１１設科'二|としては、「ﾘ)女共|同|参lmiの実践を学
ぶ」（SC4）があります。ＥＳＤのいいところは、
蝿境llU題だけではなくて、こういったり)女共|司
参iiljiやジェンダーのようなテーマも大ﾘﾄﾞという
ことです。そのほかの|ｻﾄ|設科'三Iは、蝿境が''二'心
になります。「都Tliの口然ＴＭＬプラニング」（E4)、
｢北｣二111流域学実習」（E4)、「1二'1波のﾘﾐ際から|l/ｊ
災を考える」（ES4)、「環境＃|lTlTもりおかプロジ
ェクト」（EM4）があります。この'１１では、ＮＰＯ
と迎鵬して爽際の111で子どもたちの川遊びをサ
ポートしたり、廠岡1iのり)女共ITil参illjiiiⅢ!と連携
したりしています．防災ということもＥＳＤだか
ら'''１，てくることかと思います。これらの高年次
|h]けの教養科｢|は、極めて実１１１%｢l9な科'１として
|)'１識しております。
リミ際、こういうのをＵＩ１諭しましても、３ｲlvL上
や４ｲＭ１が受けてくれるかなという心'１１１０があり
ました。幸いなことにiiiI立を取り落としている
学411などがいまして、そういう学生を'''心に結
Ｗｌ『受iilMiがあります。先生〃もこういう科|］な
ら、やってもいいなという人もいます。ひとコ
マひとコマ誠義でというのではなくて、学1kと
一締にアンケート調査をしたり、’二IⅡ]にiう定を
組んだりして、授業にかなり'二Ⅲ１度があるため、
意外と、i白くてやってもいいよという先生も,!'｝
てきました。これは比校的うまくいっていると
思っています。
ます゜それぞれの授業料|｣の''１身が少し変わり、
イトを迫うごとに少しずつ色合いが濃くなってい
くことをｌＵｌ１で！｢しています。
また、－．ﾉﾉでESDにiiLIl妾かかわる科１１も|ﾙl設
しております。「持続可能なコミュニティづくり
ﾘﾐllljt学」（EMS2）では、近隣の自治体の肯ki:や
絲験者のﾒﾉにオムニバスで講義をしていただい
て、いろんなユニークな取り組みをiiiIiしていた
だいております。「地元の企業に学ぶESＤ」(EＭ２）
では、地兀の企業で環境に取り組んでいる経営
荷の方に話をしてもらう科'1です。このＩｉｌＭと
も、Ｔｌ７尺にも参j川してもらおうということで、
夜|Ｈ１の|Ⅲ|識となっています。岩手入学では初め
てだったのですが、教撞教育を夜Ⅲ１（６時から）
に開而ルしております。
「l也｣易産業・企業論」（Ｍ３）では、地元に学生
を定着させようとキャリア教育を行っています。
共通のコンセプトとして、持続可能な地域社会
作りという大きな'三|標の''二'で、学生が地場の雌
業や企業から学んで、将来地元に就職するため
の準IIliをすることを考えています。この授業は
二l｣IilMI]に|洲lii州することにしました。私立大学は
比較｢19'二IlIjに-1Ⅲ1'二|にも授業をしていると)iMっ
ておりますが、｜王位大学はそういうところがむ
ずかしいのです。８時半から５時半までという
枠はなかなかｊｌｊＨえられないのですが、二[大して
夜|Ｈ１や｣二|Ｍ｣を使うようにしています。「健康の
セルフコントロールと社会参i1l1」（S4）では、こ
ういった'采他分り11をテーマにしています。持続
可能な社会では、ｌＭｌ１ｊには大きなテーマです。
環境教育科目の充実
先ほどの二つの科'二’（｢持続可能なコミュニテ
ィづくりｿﾐll1Ii学｣、「地元の企業に学ぶESD｣）に
ついては、現/l:TIilt向けにちらしを作って参l川
を募っています。洲I11iは、市長、’'１１長、村長と
いった首腿や、illi造会社、｜と1動''１]:場、リコー
東北、サンポットといった企業の方です。こう
いった)韮学'1L｢１Ｍ)連携や授業のTII氏への|Ⅲl放と
いう取り細みをしておりましたところ、先ＬＭｒ
の間で、蝿｣党教育科'二|をもつと充実させようよ
という謀Uil気が,'１'てきました。従来は４つの学
部は学Nljliil立の発想だったのですが、大''１１に学
新規のＥＳＤ科目
ＥＳＤのlIi進のために、IUIi存の科|］に持続可能
IVliということを織り込んでくださいと行ってい
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中に'三|本譜だけを学ぶというのでは、テーマ性
が足りないということで、日本語を学ぶと同時
に|]本人の学生と－紺に岩手県周辺における持
続可能な社会づくりにつながるようなことを学
ぼうと、主に農業をテーマにした学習を行って
います。葛巻''1Jという有名なｌｌＩｉがありますが、
そこに行って日本語と|可時に持続可能性を学ぶ
ヤングリーダーズプロジェクトが毎年行われる
ようになってきました。これは一つの成果だっ
たと思っています。
第２のウイングとして「国内の大学との連携」
があります。2007年にHigherEducationfor
SustainableDevelopmentという名称にして、
ESDの前に高等教育をつけたＨＥＳＤフォーラム
を開催しました。本学が第一回で、第二回目は
2008年に立教大学で行われました。2009年は１１
月にliW1111大学で開かれます。ここでは、情報交
換が中心となっています。将来的には、ＥＳＤに
関する資格とその'|｣身、コア・カリキュラムと
してのESD、カリキュラムの内容、テキストの
作成とか、そういったことを連携してやってい
こうと話し合っています。
ＥＳＤはネットワークなり連携が重要です。今
いろんな教育が多様に展開されているのですが、
食育教育、環境教育、キャリア教育とかという
ように、縦割りになっているわけです。大学の
１１１でもさまざまな教育、専門分野が縦割りにな
っています。しかし、そういったものの共通の
[|標なり』繩#ということを考えたときに、持続
可能な社会を作るということがどの分野におい
ても欠かせないと思います。今、取り組まれて
いる国際理解教育とか、開発教育とかいうのも、
持続可能な社会づくりというところにつながっ
ていきます。サステナビリティということを共
通項とすれば、連携できると考えています。
第３のウイングとして、本学は、「県内の学校
教育との連携」をテーマにして、幼椛園から大
学までをつなげるということに取り組んできま
した。これはのちに述べますが、本学はESDを
－つの旗印にして、入学の評Iilliにもつなげてい
こうと考えています。また、地域との連携も進
めていきます。受験生にもアピールしていこう
と思っています。大学は受験生集めが大変です
鱒環境教育科目の充実
ＲＥｇＤＨｊ ｂ４科目を１１科目に
＿「環境を考える」「生活と環境」「都市と環境」「地
域の環境保全を考える｣｢地球環境と社会｣｢水と
環境」「廃棄物と環境」「植物栽培と環境テクノロ
ジー」「森林と環境」「動物と環境」「人の暮らしと
生物環境」
・担当者３～４人のオムニバスに
－選択肢を増やす
＿受講生数の適正化(１００名標準に）
図表３環境教育科目の充実
部を越えて脚編することになりました。従来は
７人か８人で－つのオムニバスだったものを、３
～４人で－科目を担当するようになりました。
結果として、－人の先生の担当する回数は若二|ユ
増えましたが、環境教育科|=|は従当初の４科目
から11科目にjWD11しました。廃棄物、水、森林、
動物などの関係の先生が、環境問題をテーマと
して科|=|を新設しました。環境自体は総合科[｜
ですから、いろんな分野があるわけです。この
ように選択肢が増えたため、受講生も100名租度
に標準化され適正化されております。
Ⅳ大学の特色の明確化
３つのウイング（連携）
ＥＳＤを旗印に、３つのウィング（連携）を大
学のひとつの特色として打ち,'１)していこうとい
うことになりました。第１のウィングとして、
20071Fに「世界の大学との述鵬」というテーマ
で、国際シンポジウムを開きました。法政大学
では、サステナビリティをテーマに、スイス工
科大学や東京大学と国際シンポジウム|ﾙ|かれる
ということですが、本学の場合もアジアで、’１１
国．､緯|ルタイなどからＥＳＤのテーマで大学に
集まっていただいて、国際シンポジウムを行っ
ております。これは、ＧＰで資金がついたという
こともあります。そこに集まった大学で２年に
１１回|ぐらいずつ、回って行こうということにな
っています。
ところで、従来からタイ、中l工|、林|玉|から'三｜
本語Ｉｉ叶修のために本学へ来て、１週間～１０ⅢＨ１
ぐらい滞在するプロジェクトがあります。滞在
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四用■
図表５「兀字型」環境人材図表４国運・持続可能な開発のための教育の10年
が、高校訪問や大学説1ﾘＩ会では、砿lmili的に本学
を受けたいならば、ＥＳＤを少し学んでくると入
りやすいかもしれないと、高校生にアピールす
るようにしています。
このプログラムのねらいは２つあります。第
一は、「Ｔ字型」は大学全体で取り組んでおりま
すが、この'１１でさらに基礎的環境力を向上させ
るため、横jlilllの部分を充実させることです。第
二は、縦llilllにもう－本足すことです。新しい授
業科I=|を作り、環境専'''１家とまではいかないの
ですが、基礎的な環境ﾉﾉと専門性に力Ⅱえ、環境
マネジメントの専門性を持っている人材を作り
たいということです。
舗一の横jlilllでは、llWii広い教養を'二|指し基礎的
な現境の力をさらに充実させます。これは、全
学共通教育において、それぞれの学部の専｢''１分
ｌ１７を中心に蝋｣党教育を進めることで、今までと
|司じです。これに力Ⅱえて、第二の縦IIilllでは、実
践的な環境力の育成のため、環境マネジメント
を科目にしました。これはISO14001を主に念頭
に置いています。最初の科目として、１年生の
後ｌＵｌに「岩手大学の環境マネジメント」という
科|=|を設け、ISOl4001の環境マネジメントシス
テムとはどういうものかということを、講義を
'''心に学びます。この授業は、なるべく多くの
学ﾉ'１（100～200名）が受講することを予定して
います。これを学んだ学生は、211iLIiの前!Ｉ|に
｢DM境マネジメント実習」において、ＩＳＯｌ４００１
の学|ﾌﾞﾘ監査貝として酷介実務を行い、iii位が認
定されます。２ｲ'三生の後101には「卵境マネジメ
ント実務減習」があり、地元の中小企業の環境
報告書作成を支援し、実践力を身につけさせよ
うとしています。これを実施するために、地元
の'１]小企業|司友会と一紺になって、CSR/環境人
材育成研究会を立ち上げ、企業と迎鵬しており
60周年記念宣言
「持続iil能な」という言葉は、sustainal)Iｅ（サ
ステナブル）という英語を日本語にしたもので、
'三1本語になじまないという気持ちがあります。
本学は今ｲ'1で)riI立601iii１年を迎え宣言を出しまし
た。「持続１１能な社会づくりに主体的に参imiする
人間の育成」ということを大学の共通の宣言と
して打ち出しました。’１１Wi広い教養と深い専1,,1性
を備えた「Ｔ字型人IHl」を育成し、持続可能な
共生社会を実現すると宣言しています。研究に
おいても、「特色ある学際的研究を|化進して、持
続可能な社会の実現に貢献する(Ⅲ}究成果の)i,１１父
に努める」と調っています。大学全体では、多
様性のあるということが一番重要で大事であり
ますが、その多様性が有機的にネットワークで
述携していくことが必要であり、そのためにESD
を活用し、サステナビリティを実現していこう
と考えています。
|SO14001と環境人材育成プログラム
文部科学省の現代ＧＰは200911ﾐ３月で終了しま
した。2009年４月から３年間、Bi1境省のプログ
ラムに採択されました。先ほど「Ｔ字型」とい
うのをご紹介しましたが、ISOl4001と産学官民
連携を活11)した「汀字則の蝿境人材･育成プロ
グラムがスタートしております。
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ます。今から３年'二|の2011ｲﾄﾞには、大学は喋暁
管珂1実務=l:という資桁を認定することを'1指し
ています。liM在、ISO14001の準IIliしており、
2010年に認証を得る予定です。
ﾉﾉ時|AIとなり、CO2は5.9トン削減できました。
実施アンケートを見ると、「やってよかったと」
いう意見が83％ありました。やってみて、いろ
いろとわかってきたことがあります。来ｲＭ１以
降も続けていこうと思っています。
ES、円卓会議一縦割りの弊害をなくす
先ほど'1'し_上げたが、UIL|ﾉﾘの幼ﾌlillil堂|から犬上ｿ：
までの述携については、岩手U「し幼小｢I1iTli大専ＥＳＤ
ｌ'１卓会議を作って取り組んでいます。小学校、
Ⅲ'１学校、高等学校は県教育委員会の符llii1lですが、
公立幼碓Wil、私立幼lillil刺は県教委からはずれて
います。私学協会は県の総務部の符jliiliです。各
種学校はもちろんです。教育も、縦iIIllりです。
本来であれば、幼桃|刺と小学校と高校と大学の
つながりがrli要です。そこで、大学がそういう
ことを呼びかけてくれたことは非常にありがた
いというような反応がありました。
しかし、なかなか連勝はi1lILいです。’１１学と
高校は、高校受験というのが大きな雌になって
います。そういう点で、大学がlllzびかけて、’'１
卓会議で対等・平等に｢活し合いましようとした
ことは感謝されています。「公私立を超えて対
等・平等に」を調い文ｲﾘにして、連鵬協）｣を進
めています。ｌＩｌ卓会議では、１１１くらいで集ま
って、幼柵園から大学まで－.締に何か共|司でや
れることはないかと話し合っています。たとえ
ば、2009年の５月301]～６「１５１三|の蝋境ウイー
クには、「テレビ・ゲーム・パソコンをﾊﾘして読
書する共同行1Iil」を１１１２びかけて、取りiillみまし
た。６１三１５［|は|工|連が定めた蝋境の'三|です。ス
トックホルムで国迎の岐初の「人Ⅱ'1IMU党会議」
が'１ﾄ|かれたのが1972年の６１１５１]だったので、
[|本が提案して、国迎でその'三|をWorl(lE1lviro1,‐
mentDayにしました。その前の一週|Ⅱ|は、県|ﾉﾘ、
幼桃|割も、小''１高大もみんな剛境ウィークにし
て、テレビｌｉ１して、読書しようという|呼びかけ
をいたしました。本学の学長も、のぼりを立て、
呼びかけたのですが、残念なことに、学Lliの参
力ⅡはlilKめて低くて、大きな訓(I11Ljを残してしまい
ました。幼桃憧|が非常に穂IiIill9に取り組んでい
ました。小学校も''１学校もそこそこでしたが、
大学が一番みすぼらしい結果になりました。全
体では、参〃''者は延べ22,600人、実施lflllAlは14.8
Ｖこれからの課題
第二期中期目標・中期計画
圧|立大学は、今ｲＩｉで法人化して６年経過し、
鋪－１９１の'''1！'[|標・'１と'計|I1I1lU1間が終了します。
法人化で'三|標設定し計画を立てて、それを評Illi
するというシステムが導入されました。全部が
恐かったとは思わないですが、大変な負lilW1に
なりました。大学というものの性絡が大きく変
わりました。かつての白｢１１度のある大学から、
楢;｣111された大学になってしまったと思っており
ます。この点で、私立大学には'二''三１１度があり、
いいなとｌＩｌｌっています。｜正|立大学は今本当に大
変です。平成22ｲ|ﾘ11からの６年IHIが第二10|の''’
1U''1標lUll1lilになります。
輔二'''１０Ⅱ=|標・'１１)U|計画においては、「学ﾆﾋﾉ]」
に'1Mして、学位授与のポリシー、カリキュラムの
ポリシー、アドミッション・ポリシーの３つの
ポリシーをつくります。かつ、各大学でラーニ
ング・アウトカムという、学習成采は何かとい
うのをそれぞれlﾘlIiniにしろという議論がなされ
ています。先ほどの流れの111で、「2111t紀2I1TI7
lC」の育成が共通の|]標だということがいわれ
ており、その'１１身を作っていくという観点から
｢学こけJ」として何を位置づけるのかが問題にな
ります。２１世紀の|u界を支え、それを改韓して
いく人)Ｈに求められる力とはいったい何なのか
ということを、大学の１１１で真剣に議論する必要
があると思います。そういう「学三上力」を保障
するために、どういう授業科'二|があり、授業科目
|Ａ１の関連がどうなっているかがrir要になります。
すでに、いろいろと献身的に取り組んでいる
大学はいっぱいあります。「学士力」をiﾘＩ示した
うえで、シラバスには、この授業は「学=[:力」
のどれとどうつながっているかlﾘl1i(ｉｉに示してい
ます。おそらく、どこの大学もそのようになっ
ていくのかなという気はしています。
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中教審が示した「学士力」
’'１教審は、「学三t力」として、伽'１縦・ji1l1lI/１１、汎
川的な技術、態度・志|句性、統合された学習経
験とill造的思考力の４つをIﾀﾞ'|として挙げており
ますが、これはバラバラですげ文化・社会の知
識とか、コミュニケーション・スキルとか、論
I1I1的思考ﾉ〕や問題解決力が求められています。
また、Ｔｌ｢氏としての社会的責征とかlihll1iliMとか
も求められており、そういう力は当然必要だと
いうのはわかります。また、新しい特色として、
かなり汎|ⅢＩ９なことが重i<Ｈされてきており、そ
れはコンピテンシーとかいわれる流れを受けて
いるものです。ひとつひとつはわかりますが、
全体として「学｣二:力」がどのような人ｌｌＩｌにまと
まるのかという観点からすると、’'１教瀞はバラ
バラです。それぞれ点検したら、それぞれ持っ
ていますという人が、全体としてどういう人''１
なのかということがlﾘＩらかでありません。
鱒連携､連携連携
囮SHp減少期は連携(つながり)の時代
一多様な連携を構築
一産学官民
一大学問(世界、国内、地域､etc）
・重要なのは｢目標の共有」
一共有できる目標とは？
－「持続可能な共生社会をつくる｣ではないか
図表６連携、連携、連携
いう発想からは!|斌換していかないといけないで
しょう。
人'二|減少!U|にあって、地方では社会が持続で
きなくなっていているのを月の当たりにしてい
ます。一上１，’W【''１]化してきたものをいかに述桃
し、あらゆる分野で迎携して、人|］減少!U|にお
いても持続TTI能な社会を作っていくかというこ
とが大きな課題です。とにかく連携、連１%、述
携ということを言い続けています。その際、（'リ
を共通項として連桃していくかというときに、
持続１１１能な社会をつくるという'二||票を共ｲＩする
ことで迎桃できるのではないかと思っています。
ここで、私の話を終わらせていただきます。ご
澗聴どうもありがとうございました。
｢学士力」とESDのリンク
全('|xとしてて１１要なのは、物Ｉ１１を総合|(1りに見て、
ESDがⅡ指している持続可能な社会づくりに主
体(19に参mliしていく人'１{|の育成ということにま
とめられるのではないかと考えています。した
がって、コミュニケーション能力（スキル）と
いうのも、英語ができるというようなことでは
なくて、雌本的には持続可能な社会というよう
なことにつながっていくコミュニケーション能
ﾉﾉということではないかと),1Aっています。
「学士力」とＥＳＤが育む）]をどうリンクさせて
いくかが課題です。学習成果や迎桃をどうして
いくのかというのが本学にとっても次の訓魍だ
ろうというふうに考えております。
教護教育や専｢j'1教育のそれぞれの'１１で、「学=ﾋ
ﾉﾉ」と関連してESDを兄U'[すことが必哩と思っ
ています。それと|司時に、地〃に'1；んでおりま
すと一悉強く感じますのは、１１本が人'二|減少社
会に入ったということです。これまでように人
'二|はllWDl]し、それに'12って経済も成災していく
という時代から、いろいろな意lII<で発想を､ﾙ<換
していかなければならない。どんどん人口が減
っていく世界の巾では、これまでのように、ど
んどん専門化して組織を縦ｉＭｌｌりで作っていくと
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[付記］
本論文は、法政大学ＴＩ〃谷環境委只会のサステナ
ビリテイ教育研究小委員会での識減（2009年７)二'17
1三|）をもとにしています。識帥の玉先41Ｚは農業経済
学がご専１１１１で、ＥＳＤというテーマについて大いに|刈
係のある研究をされておられます。岩手大学では、
王先生が[二''心になってESDを１１t逃されています。「学
びの銀河」プロジェクトは、文部科学省の現代ＧＰ
(GoodPractice）に選ばれたもので、岩手大学のESI）
の惟進に寄与しています（編集者注、川}|内)。
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